
と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
十
一
項
又
は
第
三
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
こ
と

が
、
当
該
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
明
ら
か
に
な
っ
た
第
一
号
被
保
険
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九

年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
係
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
当
該
市
町
村
が
施
行
令
第
三
十
八
条
第
十
一
項
に
定
め

る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
し
、
又
は
施
行
令
第
三
十
九
条
第

五
項
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
り
減

額
す
る
こ
と
と
な
る
保
険
料
の
額
を
合
計
し
た
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
施
行
令

第
三
十
八
条
第
十
一
項
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課

し
、
又
は
施
行
令
第
三
十
九
条
第
五
項
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保

険
料
を
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
り
減
額
し
た
保
険
料
の
額
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
合
計
額
）と
す
る
。

と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
十
項
又
は
第
三
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
こ
と

が
、
当
該
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
明
ら
か
に
な
っ
た
第
一
号
被
保
険
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九

年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
係
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
当
該
市
町
村
が
施
行
令
第
三
十
八
条
第
十
項
に
定
め
る

基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
し
、
又
は
施
行
令
第
三
十
九
条
第
五

項
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
り
減
額

す
る
こ
と
と
な
る
保
険
料
の
額
を
合
計
し
た
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
施
行
令
第

三
十
八
条
第
十
項
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
し
、
又

は
施
行
令
第
三
十
九
条
第
五
項
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を

賦
課
す
る
こ
と
に
よ
り
減
額
し
た
保
険
料
の
額
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
合
計
額
）
と
す
る
。

（
基
金
事
業
対
象
比
率
の
算
定
に
当
た
っ
て
の
介
護
保
険
事
業
に
係
る
収
入
額
の
算
定
方
法
）

（
基
金
事
業
対
象
比
率
の
算
定
に
当
た
っ
て
の
介
護
保
険
事
業
に
係
る
収
入
額
の
算
定
方
法
）

第
一
条
の
三

算
定
政
令
第
六
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
標
準
給
付
費
額
（
同
号
に
規
定
す
る
標
準
給
付
費

額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に

充
て
る
べ
き
額
は
、
各
年
度
の
施
行
令
第
三
十
八
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
合
算
額
か
ら
同
号
に
規
定
す

る
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
額
、
同
号
に
規
定
す
る
法
第
百
二
十
七
条
及
び
第

百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
の
額
並
び
に
同
号
に
規

定
す
る
そ
の
他
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
た
め
の
収
入
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
係
る
も
の
以
外
の
も

の
の
額
の
合
計
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
総
額
と
す
る
。

第
一
条
の
三

算
定
政
令
第
六
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
標
準
給
付
費
額
（
同
号
に
規
定
す
る
標
準
給
付
費

額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に

充
て
る
べ
き
額
は
、
各
年
度
の
施
行
令
第
三
十
八
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
合
算
額
か
ら
同
項
に
規
定
す

る
法
第
百
二
十
七
条
及
び
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
係
る
も
の
以
外
の

も
の
の
額
並
び
に
同
項
に
規
定
す
る
そ
の
他
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
た
め
の
収
入
の
う
ち
標
準
給
付

費
額
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
の
額
の
合
計
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
総
額
と
す
る
。

（
介
護
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
費
用
等
の
請
求
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

介
護
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
費
用
等
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
介
護
給
付
費
等
又
は
総
合
事
業
費
の
請
求
）

（
介
護
給
付
費
等
又
は
総
合
事
業
費
の
請
求
）

第
二
条

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

は
、
介
護
給
付
費
等
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
指
定
居
宅
介
護
支
援
（
法
第
四
十
六

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。以
下
同
じ
。）の
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
、居
宅
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
居
宅
介
護
支
援
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
分
に
従
い

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
式
に
従
っ
て

入
出
力
装
置
か
ら
入
力
し
て
審
査
支
払
機
関
の
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
、
又
は
電
子

計
算
機
を
使
用
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
式
に
従
っ
て
記
録
し
た
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
規
格
に
適

合
す
る
光
デ
ィ
ス
ク
若
し
く
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
（
以
下
「
光
デ
ィ
ス
ク
等
」
と
い
う
。）を
審
査
支
払

機
関
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
条

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

は
、
介
護
給
付
費
等
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
指
定
居
宅
介
護
支
援
（
法
第
四
十
六

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。以
下
同
じ
。）の
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
、居
宅
サ
ー

ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
居
宅
介
護
支
援
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
分
に
従
い

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
式
に
従
っ
て

入
出
力
装
置
か
ら
入
力
し
て
審
査
支
払
機
関
の
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
、
又
は
電
子

計
算
機
を
使
用
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
式
に
従
っ
て
記
録
し
た
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
規
格
に
適

合
す
る
磁
気
テ
ー
プ
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
若
し
く
は
光
デ
ィ
ス
ク
を
審
査
支
払
機
関
に
提
出
し
て
行
う

も
の
と
す
る
。

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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